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あらまし　働く人は仕事を実践する場において，上司からの指導や他者の意見などの暗黙的知識

資源を利用して問題解決を図っている．本稿では，暗黙的知識資源である会話情報と形式的知識

資源である教材コンテンツを関連付けて，会話情報を利用して教材コンテンツへの興味を引き出

し，それを希望に応じて提示することで仕事場での学習を支援する仕事場学習支援システムを提

案し，その実装について述べる．
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１．はじめに

　近年，情報技術の発展により，企業内教育におけ

る情報技術の活用は今後一層強まる傾向にある．こ

の活用においては，その対象である教育の目的や内

容に対しても注意を払う必要がある．企業内教育に

おける教育の目的は，学習者である働く人の能力開

発や日々の業務において優れたパフォーマンスを出

すことを支援することにあり，この目的に対して適

切な内容を学習者に対して提供する必要がある．

　働く人が日々の業務におけるパフォーマンスを向

上するには，直面している問題をどのように解決し

ているかを検討する必要がある．浅羽，平田が行っ

た調査によると，企業における働く人は，「上司･先

輩への相談」「熟達者の言動の観察」などの暗黙的な

知識資源について有効度や信頼度で高く評価してお

り，単純な問題場面だけではなく，目標もプロセス

も固定されていないような複雑な問題場面において

も，これらの暗黙的な知識資源に数多くアクセスし

ていることが明らかになっている[1]．このことは，
問題場面が複雑になるにつれて，文書によって記述

された「非対話的」なものから「対話的」なもので

ある他者へと知識資源を求めているとも考えられる

[2]．

２．目的

　本研究では，以下の機能を実現することで，学習

者の教材理解を促進させ，仕事の実践場面において

パフォーマンスが向上することを狙った仕事場学習

支援システムの開発を目的としている．

　１つ目の機能は，「会話表現機能」である．仕事の

実践において有用な暗黙的な知識資源の１つである

「職場における会話」をシステム上に表現すること

によって，実際の問題と直接的に関連付けることで

理解を促進させる．

　２つ目の機能は，「教材提示機能」である．学習者

が会話視聴する中で，興味･関心がより顕在化した時

に，その興味・関心を満たす教材内容を提供する．

　３つ目の機能は，「情報共有機能」である．ネット

ワーク上に教材データを配置し，どこからでもこれ

を参照できるようにして情報を共有する．

　これらの機能を組み合わせることで，会話表現に

より興味を引き出し，興味・関心が顕在化した時に，

それに関連する教材を提示し，情報を共有するシス

テムが可能となる．

３．システム設計方針

　仕事場学習支援システムは下記のような方針で設

計を行った．

１）ユーザー・インタフェース

　利用者が困難さを感じないように，一般に流通し

ている Web ブラウザに類似したインタフェースを
実装する．

２）会話データ

　会話データ作成の労力を極力減らせるように，キ

ャラクタ画像や発話内容，表情，背景画像などの情

報をテキストデータとして持ち，その情報をもとに，

リアルタイムに動画を生成するようにする．動画の



もととなる画像データは利用者のPCにあらかじめ
インストールして使うようにする（システムとして

共通の画像を内蔵する）．音声はテキスト情報をもと

に，その場で音声合成による出力を行うようにする．

３）ネットワークの活用

　会話に関連する情報をリンクとして貼っておくこ

とで，外部ネットワークの参考資料を閲覧すること

ができるようにする．また，会話データや自分自身

で用意した教材をインターネット上に配置すること

も可能とする．これにより，複数の人同士で情報の

共有や交換，更新が既存の環境で容易に行えるよう

になる．

　データの流れ例を図1に示す．

図1. データの流れ

４．システム実装

　本システムは，会話視聴用のツールを

VisualBasic で作成し，音声合成エンジンとして東
芝のLaLaVoice 2001 SDK [3]のActiveXコントロ
ールを組み込んだ．会話視聴画面例を図2に示す．
会話視聴画面では，会話データのあるURLの入力，
会話の再生，関連教材閲覧などの指示を行うことが

できるようになっている．会話データの取得には

httpを用い，会話データを置くPCには，httpサー
バーとしてWindows用フリーソフトのAN-HTTP
Daemon[4]を使用した．教材の閲覧には Web ブラ
ウザとして InternetExplorerを使用した．教材閲覧
画面例を図3に示す．
　先に述べたように，データの取得にはhttpを用い
ている．よって，ブラウザで Web ページが見られ
る環境にあるなら，本システムをそのまま使用する

ことが可能となる．同様に，データの追加，更新な

ども既存の環境をそのまま流用できる．

５．おわりに

　本システムは，まだ試作の段階であり，コンテン

ツの数が不十分の状態である．このため，コンテン

ツを増やす必要がある．その後，実際に動作実験を

行うことで，本システムの有効性の確認を行いたい

と考えている．また，手軽に会話データを作成でき

るようにするためのオーサリングツールの開発や，

会話を提示する順番を制御する方法などの検討を行

っている．
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図2. 会話視聴画面例

図3. 教材閲覧画面例
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